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1 あなたのご年齢と性別に○をご記入ください。

年代 計
28

性別 １：男 ２：女 ３：男 ４：女 ５：男 ６：女 ７：男 ８：女 ９：男 １０：女11：男 12：女 13：男 14：女 計
0 0 1 2 1 1 5 3 4 2 3 4 2 0 28

男 16
女 12

2 以下の項目で、「このパネル展を見る前から知っていた」というものに○を
ご記入ください。

1
23

2
24

3
18

4
10

5
23

3 今回のパネル展をご覧になって、「ここがよくわからなかった」、「ここが

詳しく知りたかった」というようなところがございましたらお教えください。

4

  提起し続けるか疑問であるというような考えをもっている人もいる。
  方々であった。ここが問題なのである。若い人の中では、いつまでこの問題を

  もうそろそろフェイドアウトしてもいい時期でもあるような気がする。(50代男性)

６：60代
7

７：70代以上
2

  思ったことはない。特に今の若いとはそのような感覚はないと思っている。

ご意見、ご感想等をご自由にお書きください。

  星塚敬愛園に入所しているハンセン病患者を差別したこともなければ、差別したいと

・親戚にハンセン病をわずらっていたじいちゃんがいます。
  亡くなるまで隔離だったそうです。ハンセン病への差別が早く無くなりますように。

・毎年、ハンセン病に関する周知活動を行っているが、私はこれまで、もの心ついた時から

  以前、友人や知人と話をしたことがあるが、差別意識のある人は、ほとんど高齢者の

8

・多分、火葬場の風景?にも説明文を欲しい。(40代女性)
・当時はハンセン病問題が深刻だったのがよくわかった。(20代女性)
・ハンセン病問題に取り組んでおられる方々には、このような週間があり、

230 6

ハンセン病問題は、今もある人権問題である

ハンセン病の感染力は低く、遺伝はしない

          「ハンセン病問題を正しく理解する週間」における
           啓発パネル展示の開催結果について

場所

開催日

本庁１階壁画前

令   和   2   年  6  月  30  日
鹿屋市保健福祉部健康増進課

令和2年６月22日(月)～26日(金)  ５日間

28人 男性：16人

女性：12人

アンケート回答数

４：40代３：30代２：20代１：10代

アンケート結果

５：50代

らい菌に感染しても、ほとんど発病しない

現在、星塚敬愛園にハンセン病を患っている方はいない

有効な治療法が確立された後も、隔離はつづいた

・写真をもっとふやして!! (70代男性)

  理解を広げる事で、長い間の心の「かさ」がはやくとれたらと思います。(60代女性)

  (20代女性)



・人の差別のない社会になってほしいと思いました。 (60代女性）
・この問題で国は許してはいけない補償問題も早めにお願いします。（70代女性）
・コロナウイルスとの関係がたしかにハンセン病と似ているのだと思った。（50代女性）
・今回のコロナとかぶった。（40代女性）
・（上野さん）ハンセン病になった事を後悔せず講演活動をされる姿は

　ハンセン病とコロナの対する差別は一緒だということに同感した。(50代女性）
・今回のコロナウイルス禍の中で、ハンセン病問題とリンクするような差別の意識が

　（60代女性）
・コロナとからめた差別についての記事もあり人の心に根強く根付き、自分が差別
　しることさえ実感しにくいものなのだと改めて気が付かされました。（40代女性）
・このようなパネル展を小・中・高校でも、もっとかかわりあう時間が増えてほしいです。
　国語・算数なども重要ですが、もっと別の心の痛みの学習のチャンスがあればと思って
　います。（60代女性）
・写真とりました。時間がなくて。家でじっくりみます。（40代女性）
・非常に勉強になりました。（20代男性）

・ハンセン病のさべつでくるしむ人がこんなに多く、かなしいけいけんをされたことを

・らい菌は感染すると発病すると思っていたが、ちがっていたので、昔の人の
  人けんさべつはひどかったのだと思った。
  〝なくそう差別”（60代女性）

　 立派だと思った。

  はじめて知りました。これからはこのようなことがない世界になってほしい。(30代男性)

　（本人が意識しなくても）人間の中にひそんでいることがあることを強く感じた。


